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知事へ要望・富山県事業引継ぎ支援センター
おしえてプロの視点（「外国人材拡大」法成立！）
会員アンケートのご報告
おしえてプロの視点
（待ったなしの消費税軽減税率対策！）
3月イベント情報・きときとトピックス
税務署からのお知らせ・放送大学のご案内

1

発行日 ● 平成31年２月１日（毎月１回１日発行） 
定　価 ● 一部50円
　　　　　  （商工会員にあっては購読料は会費に含まれています）

発　行 ● 富山県商工会連合会（責任者／石澤義文）
　　　　　　〒930-0855　富山市赤江町1-7
　　　　　　TEL076-441-2716　FAX076-433-8031
　　　　　　URL http://www.shokoren-toyama.or.jp  

　丸栄製作所は設立60年以上の歴史がある、油圧
ショベル用バケット生産日本一の事業所です。溶接ロ
ボットを擁する独自のFAシステムは、バケットの量産
自動化一貫生産を実現しています。また、仕様の目的
やイメージに応じた特注バケットの製作も専任の技術
者が対応して作り上げています。
　既存の製品だけでなく、高強度かつ摩耗性に優れ
た鋼板や、理想的な形状により、燃費を１５％まで削減
できるバケットの開発も行っています。
　一度、工場に足を踏み入れば溶接の光とともに、職
人たちの熱い熱を感じ取ることができます。
住所：富山県射水市鷲塚50　※工場見学受付中！
TEL：(0766)55-5800　FAX：(0766)55-5200

ふるさと探訪 ニューツーリズム

株式会社 丸栄製作所
シリーズ
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富山県事業引継ぎ支援センター富山県事業引継ぎ支援センター 事業承継の相談は公的支援機関へ

富山県事業引継ぎ支援センター（富山県新世紀産業機構内）
☎ 076-444-5625　Fax 076-444-5648　E-mail : hikitsugi@tonio.or.jp

相談無料・秘密厳守

Ｅ社は、大手弁当メーカの富山地区の個人の注文先へ
の宅配を夫婦を主体に同業者の協力を得ながら続けて来
たが、子供は他社に勤め引継ぐ意思はなく、また、知り合
いの同業者も高齢で引き受け手が無く困っていたところ、
地元の商工会議所設置のチラシを見て当センターに相談
される。
当センターでは、Ｅ社と相談し譲渡情報 (会社名非公開、

業種、会社規模、譲渡条件等）を作成、全国の引継ぎ支援
センターや地元の金融機関へ、その情報を流し広くマッチ
ング先を探索、地元信用金庫より宅配の業務経験のあるＦ
社の紹介があり、両社のトップ面談を経て譲渡に向け交渉
を進める。

しかしながら、
毎日変化する注文
内容に従い、指定
された場所・時間
にジャスト・イン
に届けることが要
求されているため配送効率も悪く、Ｆ社内では賛否両論も
あったが、最終的には取引継続に関して大手弁当メーカの
了解も取れたため事業引継ぎを決断、Ｅ社は３０年来の取
引先に迷惑を掛けずに済んだ。
現在、Ｆ社は自社の物流の総合力のＰＲにより、大手弁

当メーカより新たな配送業務も受注、取引が拡大している。

【 支援事例（Ｍ＆Ａ） 】

高齢で体力的にも限界だが、３０年来の取引先に迷惑を掛けれない

　

石
澤
県
連
会
長
と
県
内
商
工

会
長
が
、
十
二
月
二
十
日
に
県
庁

を
訪
れ
要
望
を
行
っ
た
。
石
澤
会

長
は
「
小
規
模
事
業
者
は
国
の
補

助
を
受
け
る
た
め
の
指
導
を
求

め
る
声
が
多
く
、
高
度
な
経
営
指

　
要
　
望
　
事
　
項

一
、
県
に
よ
る
小
規
模
事

業
者
持
続
化
補
助
金

対
応
に
つ
い
て

二
、
補
助
対
象
職
員
の
維

持
・
確
保

三
、
職
員
等
の
資
質
向
上

に
関
す
る
予
算
の
拡

充

四
、
農
商
工
連
携
の
取
組

へ
の
支
援

五
、
元
気
な
商
工
会
地
域

づ
く
り
へ
の
支
援

導
の
重
要
性
な
ど
こ
れ
ま
で
以
上

に
県
の
支
援
が
必
要
と
な
る
」
と

理
解
を
求
め
た
。石
井
知
事
は「
事

業
者
が
夢
や
希
望
を
持
て
る
よ
う

前
向
き
に
対
応
し
た
い
」
な
ど
と

述
べ
、
新
年
度
予
算
編
成
の
中
で

対
応
す
る
姿
勢
を
示
さ
れ
た
。

石井知事に要望書を提出

中
小
企
業・

小
規
模
事
業
者
支
援
の
拡
充
を

富
山
県
商
工
会
連
合
会

　
知
事
に
要
望
！

中
小
企
業・

小
規
模
事
業
者
支
援
の
拡
充
を

富
山
県
商
工
会
連
合
会

　
知
事
に
要
望
！
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「
外
国
人
材
拡
大
」
法
成
立
！

お
し
え
て
プ
ロ
の
視
点

　

第
四
回
に
お
い
て
も
紹
介
し
ま
し
た
よ
う

に
、日
本
は
、昭
和
期
に
お
け
る
、二
度
の
“
オ

イ
ル
・
シ
ョ
ッ
ク
”
も
乗
り
越
え
て
発
展
し
て

き
ま
し
た
が
、“
バ
ブ
ル
崩
壊
”
以
後
の
“
景

気
の
低
迷
（
失
わ
れ
た
１
０
年
と
も
２
０
年
と

も
言
わ
れ
て
い
る
が
？
）”
に
よ
る
、“
非
正
規

社
員
（
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
・
派
遣
・
有
期

間
雇
用
者　

等
）”
の
急
激
な
る
増
加
し
、
約

四
割
前
後
に
て
の
固
定
化
傾
向
に
至
り
、“
終

身
雇
用
”
が
大
き
く
崩
れ
て
き
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
少
子
化
に
よ
る
人
口
減
少
、
富
山
県

も
昨
年
１
１
月
に
１
０
５
万
人
を
割
り
込
む
事

態
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今
、“
人
手
不
足
”
を

如
何
に
払
拭
し
て
行
け
れ
る
か
が
、
企
業
発

展
・
展
開
の
大
き
な
る
課
題
と
な
っ
て
い
る
の

で
す
。

　

今
“
人
手
不
足
”
を
考
え
る
場
合
、“
人
手
”
を

　
　

・
ひ
と
で

　
　

・
じ
ん
ざ
い

に
分
け
て
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

外
国
人
雇
用
を
考
え
る
場
合
、
ま
ず
、
次
の

よ
う
な
事
由
に
お
い
て
、
大
き
な
相
違
が
あ
る

こ
と
を
自
覚
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　

・
言
語　

…　

日
常
会
話　

読
み
書
き

書
式
作
成　

等

　
　
　

・
文
化　

…　

民
族
、
国
家
固
有
の
文

化　

等

　
　
　

・
風
土　

…　

民
族
、
国
家
固
有
の
風

土　

等

　
　
　

・
宗
教　

…　

佛
教
、
キ
リ
ス
ト
教
、

イ
ス
ラ
ム
教　

等

　
　
　

・
食
事　

…　

文
化
、
宗
教　

等
か
ら

の
忌
避

等
で
あ
り
ま
す
。

　

今
ま
で
、
日
本
に
お
い
て
は
、
外
国
人
を
少

子
高
齢
化
に
よ
る
“
人
数
不
足
”
を
単
純
労
働

者
の
代
替
要
員
と
し
て
所
謂
、前
記
「
ひ
と
で
」

と
考
え
て
、「
外
国
人
技
能
実
習
制
度
」
を
導

入
し
、
昨
年
四
月
か
ら
、
最
長
五
年
間
可
能
と

な
り
ま
し
た
。
か
な
り
の
“
ハ
ー
ド
ル
”
が
受

け
入
れ
企
業
に
課
せ
ら
れ
た
と
は
い
え
、“
長

期
実
習
就
労
”
が
可
能
に
は
な
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
諸
外
国
の
外
国
人
就
労
制
度
に
鑑
み
、

十
分
で
は
な
く
曲
が
り
角
に
来
て
い
ま
し
た
。

　

政
府
は
、
新
規
の
就
労
在
留
制
度
資
格
に
関

す
る
法
律
を
成
立
さ
せ
ま
し
た
。
今
後
は
、「
ひ

と
で
」
の
み
な
ら
ず
、「
じ
ん
ざ
い
」
と
し
て
も
、

外
国
人
を
雇
用
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

現
実
に
、
企
業
に
お
い
て
は
、「
外
国
人
技
能

実
習
制
度
」
の
み
な
ら
ず
「
留
学
生
制
度
」
を

活
用
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
増
加
し
つ
つ
あ
り
ま

す
。
そ
の
理
由
は
、
外
国
人
留
学
生
は
、
勉
学

以
外
に
週
２
８
時
間
ま
で
就
労
可
能
で
あ
り
、

基
礎
的
研
修
を
兼
ね
る
と
と
も
に
留
学
終
了
後

に
間
断
な
く
正
式
社
員
と
し
て
採
用
し
長
期
就

労
し
て
貰
え
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト

も
あ
る
の
で
す
。

　

今
回
成
立
し
た
法
律
で
は
、

　
　
　

・
日
常
会
話
程
度
の
日
本
語
試
験

　
　
　

・
技
能
試
験

に
合
格
し
た
外
国
人
を

　
　
　

・
特
定
技
能
一
号　

…　

①
家
族
帯
同

は
不
可

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

②
農
業
、
建

設
業
、
介
護

業
等
１
４
業

種
に
て
受
け

入
れ
を
検
討

　
　
　

・
特
定
技
能
二
号　

…　

①
家
族
帯
同

は
可
、
永
住

も
場
合
に
よ

り
可
能

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

②
受
け
入
れ

業
種
を
検
討

へ

と
位
置
付
け
て
、「
じ
ん
ざ
い
」
と
し
て
、
外

国
人
を
雇
用
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

富
山
県
内
を
見
て
み
る
と
、
と
言
わ
れ
な
が

ら
、
小
売
業
を
中
心
に
出
店
攻
勢
が
続
い
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
今
回
の
法
律
の
業
種
に
小
売

業
（
コ
ン
ビ
ニ
や
ス
ー
パ
ー　

等
）
は
、
対
象

に
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。“
人
手
不
足
”
に
よ

る
獲
得
競
争
が
激
し
く
な
り
、労
働
条
件（
賃
金
、

休
日　

等
）の
ア
ッ
プ
が
予
想
さ
れ
ま
す
。ま
た
、

日
本
は
属
国
主
義
で
す
の
で
、「
働
き
方
改
革
」

に
よ
る
「
同
一
労
働
同
一
賃
金
」
の
考
え
方
も

適
用
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。	

以　

上
第
８
回

「
外
国
人
材
拡
大
」
法
成
立
！

お
し
え
て
プ
ロ
の
視
点

　

第
四
回
に
お
い
て
も
紹
介
し
ま
し
た
よ
う

に
、日
本
は
、昭
和
期
に
お
け
る
、二
度
の
“
オ

イ
ル
・
シ
ョ
ッ
ク
”
も
乗
り
越
え
て
発
展
し
て

き
ま
し
た
が
、“
バ
ブ
ル
崩
壊
”
以
後
の
“
景

気
の
低
迷
（
失
わ
れ
た
十
年
と
も
二
十
年
と
も

言
わ
れ
て
い
る
が
？
）”
に
よ
る
、“
非
正
規
社

員
（
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
・
派
遣
・
有
期
間

雇
用
者　

等
）”
の
急
激
な
る
増
加
に
よ
り
、

約
四
割
前
後
に
て
の
固
定
化
傾
向
に
至
り
、“
終

身
雇
用
”
が
大
き
く
崩
れ
て
き
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
少
子
化
に
よ
る
人
口
減
少
、
富
山
県

も
昨
年
十
一
月
に
一
〇
五
万
人
を
割
り
込
む
事

態
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今
、“
人
手
不
足
”
を

如
何
に
払
拭
し
て
行
け
れ
る
か
が
、
企
業
発

展
・
展
開
の
大
き
な
る
課
題
と
な
っ
て
い
る
の

で
す
。

　

今
“
人
手
不
足
”
を
考
え
る
場
合
、“
人
手
”
を

　
　

・
ひ
と
で

　
　

・
じ
ん
ざ
い

に
分
け
て
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

外
国
人
雇
用
を
考
え
る
場
合
、
ま
ず
、
次
の

よ
う
な
事
由
に
お
い
て
、
大
き
な
相
違
が
あ
る

こ
と
を
自
覚
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　

・
言
語　

…　

日
常
会
話　

読
み
書
き

書
式
作
成　

等

　
　
　

・
文
化　

…　

民
族
、
国
家
固
有
の
文

化　

等

　
　
　

・
風
土　

…　

民
族
、
国
家
固
有
の
風

土　

等

　
　
　

・
宗
教　

…　

佛
教
、
キ
リ
ス
ト
教
、

イ
ス
ラ
ム
教　

等

　
　
　

・
食
事　

…　

文
化
、
宗
教　

等
か
ら

の
忌
避

等
で
あ
り
ま
す
。

　

今
ま
で
、
日
本
に
お
い
て
は
、
外
国
人
を
少

子
高
齢
化
に
よ
る
“
人
数
不
足
”
を
単
純
労
働

者
の
代
替
要
員
と
し
て
所
謂
、前
記
「
ひ
と
で
」

と
考
え
て
、「
外
国
人
技
能
実
習
制
度
」
を
導

入
し
、
昨
年
四
月
か
ら
、
最
長
五
年
間
可
能
と

な
り
ま
し
た
。
か
な
り
の
“
ハ
ー
ド
ル
”
が
受

け
入
れ
企
業
に
課
せ
ら
れ
た
と
は
い
え
、“
長

期
実
習
就
労
”
が
可
能
に
は
な
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
諸
外
国
の
外
国
人
就
労
制
度
に
鑑
み
、

十
分
で
は
な
く
曲
が
り
角
に
来
て
い
ま
し
た
。

　

政
府
は
、
新
規
の
就
労
在
留
制
度
資
格
に
関

す
る
法
律
を
成
立
さ
せ
ま
し
た
。
今
後
は
、「
ひ

と
で
」
の
み
な
ら
ず
、「
じ
ん
ざ
い
」
と
し
て
も
、

外
国
人
を
雇
用
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

現
実
に
、
企
業
に
お
い
て
は
、「
外
国
人
技
能

実
習
制
度
」
の
み
な
ら
ず
「
留
学
生
制
度
」
を

活
用
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
増
加
し
つ
つ
あ
り
ま

す
。
そ
の
理
由
は
、
外
国
人
留
学
生
は
、
勉
学

以
外
に
週
二
八
時
間
ま
で
就
労
可
能
で
あ
り
、

基
礎
的
研
修
を
兼
ね
る
と
と
も
に
留
学
終
了
後

に
間
断
な
く
正
式
社
員
と
し
て
採
用
し
長
期
就

労
し
て
貰
え
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
か
ら

で
す
。

　

今
回
成
立
し
た
法
律
で
は
、

　
　
　

・
日
常
会
話
程
度
の
日
本
語
試
験

　
　
　

・
技
能
試
験

に
合
格
し
た
外
国
人
を

　
　
　

・
特
定
技
能
一
号　

　
　
　
　
　

…　

①
家
族
帯
同
は
不
可

　
　
　
　
　
　
　

②
農
業
、
建
設
業
、
介
護
業

等
一
四
業
種
に
て
受
け
入

れ
を
検
討

　
　
　

・
特
定
技
能
二
号　

　
　
　
　
　

…　

①
家
族
帯
同
は
可
、
永
住
も

場
合
に
よ
り
可
能

　
　
　
　
　
　
　

②
受
け
入
れ
業
種
を
検
討
へ

と
位
置
付
け
て
、「
じ
ん
ざ
い
」
と
し
て
、
外

国
人
を
雇
用
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

富
山
県
内
を
見
て
み
る
と
、“
人
手
不
足
”

と
言
わ
れ
な
が
ら
、
小
売
業
を
中
心
に
出
店
攻

勢
が
続
い
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
今
回
の
法
律

の
業
種
に
小
売
業
（
コ
ン
ビ
ニ
や
ス
ー
パ
ー　

等
）
は
、対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。“
人

手
不
足
”
に
よ
る
獲
得
競
争
が
激
し
く
な
り
、

労
働
条
件
（
賃
金
、
休
日　

等
）
の
ア
ッ
プ
が

予
想
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
日
本
は
属
国
主
義
で

す
の
で
、「
働
き
方
改
革
」
に
よ
る
「
同
一
労

働
同
一
賃
金
」
の
考
え
方
も
適
用
さ
れ
て
い
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。

	

以　

上

第
８
回

社会保険労務士・行政書士・
キャリアコンサルタント
富山県よろず支援拠点

プロフィール
石油化学会社、医薬品
会社研究所勤務を経て、
藤井事務所として、社
会保険労務士並びに行
政書士事務所を開業。
労務管理・人材活用・
能力開発・キャリアコ
ンサル業務等において
四半世紀に渡り、各種
セミナー、大学等の講
師を受託するとともに
企業支援に携わってき
た。

藤井　正博
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昭和 52 年 3月 12 日第三種郵便物認可 平成 31年 2 月 1日発行（毎月1回 1日発行）　VOL.524

3カ月に1回
30%

月1回以上
29%

半年に1回
18%

無し
17%

年に1回
6%

〇巡回訪問の回数は？（1つ選択）
巡回訪問の回数は、「月1 回以上」と「3 ケ月に1 回」を合わせて
約6 割、「半年に1 回」と「年に1 回」合わせて24%、「無し」は
17% である。

〇商工会の経営相談や支援体制についてどのように感じていますか？（複数選択）

215

112

86

70

62

28

5

適切に対応している

提案など積極的なアプローチを望む

職員の資質向上に期待

特に思うことはない

職員数が足りない

対応の迅速化アップ

その他

0 50 100 150 200 250 商工会の経営相談や支援体制については、「適切に対応してい
る」が最も多く、次いで「提案など積極的なアプローチを望む」
や「職員の資質向上に期待」の順となっている。

〇商工会職員の巡回訪問の内容は満足いただけるものですか？（複数選択）

やや満足
45%

満足
36%

やや不満
8%

その他
7%

不満
4%

巡回訪問の内容は、「満足」と「やや満足」を合わせて約8 割、「や
や不満」と「不満」を合わせて1 割強である。

282
121
119
114

10

個社の経営支援の強化
商店街活動や共通商品券等…
イベント等の地域振興事業…
市町村・関係団体への提案

その他

0 100 200 300

〇商工会は、今後どの分野の事業の強化を目指していくべきとお考えですか？（複数選択）
商工会は、今後どの分野の事業の強化を目指すのかは、「個社の
経営支援の強化」が最も多いが、「商店街活動や共通商品券等地
域経済振興の推進」、「イベント等の地域振興事業の推進」、「市町
村・関係団体への提案」など地域に関する振興も多い。

249
135

84
75
72

59
47
36

16

中小企業施策補助金
講習会・セミナー

ITの取組
税制

マッチング成功事例
金融制度
イベント
景況調査
その他

0 50 100 150 200 250 300

〇商工会の普及・ＰＲ活動の中で、重点的に提供してもらいたい情報はありますか？（複数選択）
商工会の普及・ＰＲ活動の中で、重点的に提供してもらいたいも
のは、「中小企業施策や補助金等」が最も多く、次いで「講習会・
セミナー」、「ＩＴなど情報化の取組み事例」、「税制」,「マッチン
グの成功事例」「金融制度」の順となっている

以上より次の課題があると考えています。
１．事業承継。後継者の未定・見つからない事業所を支援すること。
２．事業所からの多種多様の支援にこたえるには、職員のスキルアップとチーム力で対応すること。
３．経営相談や支援体制については巡回訪問を強化すること。
４．普及・ＰＲ活動は、巡回訪問、紙媒体である会報の充実、ＩＴ媒体のＨＰ・電子メール・ＳＮＳの魅力アップ・活用の3 方向の

活動強化。内容は、これまでに加え、「IT など情報化の取組み事例」「マッチング等の成功事例」など、新規に提供していく。
５．商工会の目指す事業としては、個社の経営支援強化はもとより、地域の振興に関することも重要。
６．事務所、職員の対応については、現状に満足することなく今後も継続して努力を重ね、より良い事務所や職員の接遇向上を目

指し、会員とのコミュニケーションを図ること。
今後の行動計画に反映させていきます。

本連合会では、「より良い商工会」を目指し「商工会行動計画」を策定するために、県下商工会会員の皆様にご意見をお聞かせいただきました。 アンケートは、平成30 年9 月に実施し、455事業所より回答を頂きありがとうございました。事業所の業種は、「小売業」が
24％、「サービス業」が22％、「建設業」「製造業」がそれぞれ20％、「宿泊飲食業」が10％であり、事業主の年齢は、「60 代」が34％と最も多く、次いで「50 代」24％、「40 代」19％、「70 代以上」15％、「30 代」7％でありました。

　会員アンケート結果報告　　会員アンケート結果報告　　会員アンケート結果報告　
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満足
52%

やや満足
40%

やや不満
6%

不満
2%

〇職員の言葉遣い、あいさつ、相談の対応は、きちんとできていますか？（1つ選択）
職員の言葉遣い、あいさつ、相談の対応は、「満足」「やや満足」合
わせて9 割超である。

〇後継者はいますか？（1つ選択）
後継者はいる

41%後継者はいない
59%

事業所の後継者は、「後継者はいないが」約6 割、「後継者はいる」
が約4 割である。

家族専従者
40%

他の役員
33%

従業員
15%

その他
12%

〇後継者は誰ですか？（1つ選択）
後継者がいる事業所の後継者は、「家族専従者」が40％、「他の役
員」が33％、「従業員」が15％である

未定
59%後継者見つからない

17%

事業廃止
11%

その他
13%

〇後継者がいないのはなぜですか？（1つ選択）
後継者がいない事業所の理由は、「未定」が約6 割と最も多く、

「後継者が見つからない」が17％「事業廃止」が11%、「その他」
が13％である。

満足
42%

やや満足
45%

やや不満
9%

不満
2%

その他
2%

〇商工会事務所の雰囲気・印象・入りやすさはいかがですか？（1つ選択）
商工会事務所の雰囲気・印象・入りやすさは、「満足」「やや満足」
合わせて約9 割である。

〇商工会からの支援に何を望みますか？（上位3つ選択）

191
131
127

115
84
82

71
61
57

46
45
41
39
34

24
9

補助金・助成金の活用
税務

経営一般
金融

講習会・セミナー
記帳

地域経済振興
販路開拓拡大

労働
専門家派遣
事業承継
人材育成

商品・サービス開発
IT活用

生産性向上
その他

0 50 100 150 200 250 商工会からの支援は、「補助金・助成金の活用」が最も多く、次い
で「税務」、「経営一般」、「金融」、「講習会・セミナー」、「記帳」、「地
域経済振興」、「販路開拓拡大」、「労働」、「専門家派遣」、「事業承
継」「人材育成」の順となっている。

本連合会では、「より良い商工会」を目指し「商工会行動計画」を策定するために、県下商工会会員の皆様にご意見をお聞かせいただきました。 アンケートは、平成30 年9 月に実施し、455事業所より回答を頂きありがとうございました。事業所の業種は、「小売業」が
24％、「サービス業」が22％、「建設業」「製造業」がそれぞれ20％、「宿泊飲食業」が10％であり、事業主の年齢は、「60 代」が34％と最も多く、次いで「50 代」24％、「40 代」19％、「70 代以上」15％、「30 代」7％でありました。

　会員アンケート結果報告　　会員アンケート結果報告　　会員アンケート結果報告　
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今
回
よ
り
Ｉ
Ｔ
な
ど
情
報
化
の
取
組
み
に
つ

い
て
連
載
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

さ
て
、
第
一
回
目
は
今
、
私
が
一
番
に
気
に

な
っ
て
い
る
消
費
税
軽
減
税
率
対
策
に
つ
い
て

で
す
。
こ
れ
ま
で
何
度
か
軽
減
税
率
対
策
に
つ

い
て
講
演
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す

が
、
複
雑
な
こ
の
軽
減
税
率
制
度
を
理
解
し

て
、
九
月
末
ま
で
に
準
備
を
完
了
す
る
の
に
は

余
り
に
も
時
間
が
無
い
！
と
い
う
こ
と
に
多
く

の
方
が
気
づ
い
て
い
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

軽
減
税
率
対
策
の
準
備
に
は
以
下
の
よ
う
に

概
ね
六
ヶ
月
間
か
か
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

一
、
レ
ジ
の
選
定
・
発
注
・
納
品
（
一
ヶ
月
）

二
、
対
象
商
品
の
区
分
け
、
商
品
マ
ス
タ
登

録
、
登
録
の
確
認
（
二
～
三
ヶ
月
）

三
、
従
業
員
教
育
（
一
ヶ
月
）

四
、
新
し
い
Ｐ
Ｏ
Ｐ
や
値
札
（
価
格
表
示
）

の
準
備
（
一
ヶ
月
）

一
の
レ
ジ
の
入
替
に
つ
い
て
は
軽
減
税
率
対

策
補
助
金
制
度
が
あ
り
、
レ
ジ
販
売
店
が
申
請

を
代
行
し
て
く
れ
ま
す
の
で
そ
れ
ほ
ど
負
担
は

あ
り
ま
せ
ん
。
作
業
量
が
大
き
い
の
は
二
の
マ

ス
タ
登
録
に
な
り
ま
す
。
取
扱
商
品
全
て
に
つ

い
て
八
％
な
の
か
一
〇
％
な
の
か
を
明
確
に
し

て
レ
ジ
に
一
品
ず
つ
登
録
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
（
簡
易
的
な
方
法
も
あ
り
）。
ま
た
登
録
が

間
違
っ
て
い
る
と
大
変
で
す
か
ら
、
マ
ス
タ
に

間
違
え
が
な
い
か
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
マ
ス
タ
登
録
作
業
を
代
行
し
て
く
れ
る
レ

ジ
販
売
店
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
十
月
が

近
づ
く
に
つ
れ
て
依
頼
を
受
け
て
く
れ
な
く
な

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

最
も
大
事
な
の
は
三
の
従
業
員
教
育
で
す
。

ど
の
商
品
が
八
％
な
の
か
と
か
、
予
約
商
品
を

十
月
一
日
以
降
に
引
き
渡
す
と
き
は
ど
う
な
る

の
か
な
ど
、様
々
な
ケ
ー
ス
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

想
定
問
答
な
ど
を
し
て
従
業
員
全
員
が
理
解
し

て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
も
し
そ
れ
が
で
き

ず
に
十
月
以
降
に
お
客
様
を
待
た
せ
て
し
ま
っ

た
り
、
間
違
え
て
精
算
し
て
し
ま
う
と
ど
う
な

る
で
し
ょ
う
か
。
お
客
様
が
不
満
を
持
つ
の
は

当
然
と
し
て
、
不
信
に
な
っ
て
し
ま
う
と
も
う

二
度
と
来
店
さ
れ
ま
せ
ん
。
お
客
様
の
立
場
か

ら
す
る
と
軽
減
税
率
対
策
が
き
っ
ち
り
で
き
て

当
た
り
前
な
の
で
す
。
き
っ
ち
り
で
き
る
自
信

が
あ
り
ま
す
か
？
十
分
な
教
育
期
間
を
考
え
て

お
ら
れ
ま
す
か
？

こ
れ
ら
店
頭
だ
け
で
は
な
く
、
経
理
処
理
に

つ
い
て
も
準
備
が
必
要
で
す
。
売
上
・
仕
入
は

税
率
ご
と
に
区
分
け
し
て
処
理
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。特
に
売
掛
販
売
が
あ
る
場
合
は
、八
％

と
一
〇
％
が
わ
か
る
よ
う
に
区
分
を
記
載
し
た

新
た
な
様
式
の
請
求
書
の
発
行
が
必
要
に
な
り

ま
す
。

さ
ら
に
消
費
増
税
対
策
と
し
て
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
決
済
に
よ
る
ポ
イ
ン
ト
還
元
制
度
や
プ
レ

ミ
ア
ム
商
品
券
の
発
行
も
同
時
期
に
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
ま
だ
具
体
的
な
こ
と
は

何
も
発
表
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
特
に
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
決
済
に
つ
い
て
は
、
有
償
無
償
を
問

わ
ず
新
た
に
端
末
の
導
入
が
必
要
に
な
り
ま
す

の
で
、
そ
の
操
作
や
精
算
方
法
を
習
得
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
つ
い
て
も
従
業
員
教

育
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
軽
減
税
率
対
策
及
び
消
費
増
税

対
策
を
残
り
八
カ
月
で
準
備
す
る
の
に
は
余
り

に
も
時
間
が
な
い
の
で
す
。
ぜ
ひ
急
い
で
準
備

を
し
て
く
だ
さ
い
。
わ
か
ら
な
い
こ
と
は
商
工

会
さ
ん
に
相
談
し

て
、
ま
ず
は
、
も

う
決
ま
っ
て
い
る

軽
減
税
率
対
策
に

つ
い
て
計
画
を
立

て
て
着
実
に
進
め

ら
れ
る
こ
と
を
強

く
お
勧
め
し
ま
す
。

「
外
国
人
材
拡
大
」
法
成
立
！

お
し
え
て
プ
ロ
の
視
点

IT コーディネータ
一級販売士

株式会社よしだまこと事務所
代表取締役

プロフィール
北陸コンピュータ・サー
ビス株式会社勤務を経
て独立。
NPO法人 IT コーディ
ネータ協会理事、NPO
法人 IT コーディネータ
富山会長、一般社団法
人日本販売士協会理事、
富山販売士協会事務局
長。
富山県商工会連合会
スーパーバイザー。

吉田　　誠

第
８
回

待
っ
た
な
し
の
消
費
税
軽
減
税
率
対
策

お
し
え
て
プ
ロ
の
視
点

プロフィール

第
１
回
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トライアル発注商品・役務を募集！！ 「次世代自動車・ロボティクス富山フォーラム」
の開催について

「中小企業人材確保力アップセミナー」を開催します！

　県では、ベンチャー企業・中小企業等
の開発した新商品・役務をトライアル発
注商品として認定し、認定された商品・
役務の調達に努めるほか、県が購入した
商品・役務については、使用後の意見を
フィードバックするなど、中小企業者のさらなる新商品開発や改善、
販路拡大を応援しています。
　詳細については、富山県商工労働部経営支援課の HP よりご覧く
ださい。
　申請書・実施要綱等は、HP からダウンロードできます。

http://www.pref.toyama.jp/cms_sec/1300/kj00002150-
001-01.html

富山県 トライアル

■募集（申請受付）期間
２月１日（金）から２月 28 日（木）まで
※申請相談は随時受付けています。
　	 　 　 　 　

■お問合せ先■
経営支援課　金融係　TEL 076-444-3248

　県では、世界的な成長産業と見込まれる次世代自動車、ロボティク
ス分野関連の県内ものづくり企業を対象に、今後の富山県のものづく
り産業の進むべき方向性、新しい産業創出の可能性を探り、具体的な
アクションにつなげるため基調講演や分科会を実施します。ご参加を
お待ちしています。

【日　時】 平成31 年２月20 日（水）13：30 ～17：30
【場　所】 富山国際会議場　メインホール等
【主　催】 富山県
【参加費】 無料
【内　容】
・基調講演　「次世代自動車に対する取り組み」
　講師：奥地　弘章　氏

（トヨタ自動車㈱　先進技術開発カンパニー Executive Vice President）
・分科会

テーマ１：次世代自動車　
特別講演①　鳥海 真樹 氏（日産自動車㈱）
特別講演②　豊田 裕介 氏（㈱本田技術研究所）

　テーマ２：ロボティクス　
特別講演①　本田 幸夫 氏（大阪工業大学）
特別講演②　古田 貴之 氏（千葉工業大学）

　	 　 　 　 　
■お問合せ先■

（有）プランニングルーム獏　TEL 076-425-7601

　県では、県内中小企業経営者や人事担当者等を対象に、採用活動の一助としていただくためのセミナーを開催します。
　有効求人倍率が高水準で推移するいま、学生の大手志向によるミスマッチや企業選択の基準の変化により、県内中小企業の人材確保は厳
しい状況が続いております。
　自社の採用活動を見つめ直すよい機会となりますので、ぜひ、ご参加下さい！

　	 　 　 　 　
■お問合せ先■

ヤングジョブとやま（富山県若者就業支援センター）　TEL:（076）445-1996　FAX:（076）445-1997
富山県商工労働部労働政策課　TEL:（076）444-8897
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イベント名 開催日 お問合せ先
雪に舞う　こきりこ 3/2( 土 )・3/3( 日 ) 五箇山観光総合案内所 0763-66-2468

世界遺産・五箇山菅沼合掌造り集落ライトアップ 3 月中毎週土曜日・3/21( 祝 ) 五箇山観光総合案内所 0763-66-2468

ふれあい青空市「やまだの案山子」 3/2（土）から（月・火・水・土・日・祝） ふれあい青空市「やまだの案山子」運営委員会 076-457-2333

風の盆ステージ・町なかミニツアー 3/9（土）・3/23（土） 越中八尾観光協会 076-454-5138

第 29 回南砺いのくち椿まつり 3/23（土）・3/24（日） いのくち椿まつり実行委員会 0763-64-2202

寺脇研　時局講演会 3/25( 月 ) 八尾町工場協会 076-455-3181

１．日　時　平成 31 年２月 19 日（火）
　　　　　　13:30 ～ 15:50　（13:00 から受付開始）
２．場　所　サンフォルテ（富山県民共生センター）
　　　　　　　２Ｆホール（富山市湊入船町 6-7）
３．内　容

13:35 ～ 13:55　＜現状報告①＞
　テーマ：『売り手市場における富大生の就職活動の動向』
　講　師：山田　豊　氏（富山大学　就職支援課長）
13:55 ～ 14:10　＜現状報告②＞
　テーマ：『富山県のインターンシップ』
　講　師：松浦　辰夫　氏（富山県インターンシップ推進センター　所長）
14:10 ～ 14:20　（休憩）

14:20 ～ 15:50　＜基調講演＞
　テーマ：『人財が集まり辞めない会社はここが違う』
　講　師：坂本　光司　氏
　　　　　（経営学者・人を大切にする経営学会会長・元法政大学大学院教授）

４．対　象　県内中小企業の経営者・人事担当者等
５．受講料　無料
６．定　員　150 名程度
７．申込期限　平成 31 年２月６日（水）
８．申込方法

ヤングジョブとやまホームページ（http://www.youngjob-
tym.jp/）または FAX（076-445-1997）にてお申込み下さい。
詳しくは、下記お問合わせ先までご連絡お願いいたします。
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税務署からのお知らせ
申告所得税及び復興特別所得税、消費税及び地方消費税など国税の納税の際に

ＱＲコードＱＲコード
コンビニ納付コンビニ納付

を利用したを利用した
ができるようになりました！ができるようになりました！

ＦａｍｉｌｙＭａｒｔ、
ＬＡＷＳＯＮで!!

◎ご利用に当たっての注意事項
●納付できる金額は 30万円以下となります。
●領収証書は発行されません。
　※払込金受領証は、コンビニエンスストアで発行されます。
●金融機関や税務署の窓口では、ＱＲコードによる納付はできません。
●納付は現金のみとなります。
　※クレジットカード・電子マネーはご利用できません。
●納付済の納税証明書の発行が可能となるまで、３週間程度かかる

場合があります。

（「Loppi」「Famiポート」端末設置店舗のみ）
利用可能なコンビニエンスストア

●ファミリーマート
●ローソン
●ミニストップ

※セブン-イレブンでは
　ご利用できません。

（左記以外では、ご利用できません）

※『QRコード』は、株式会社デンソーウェーブの登録商標です。
詳細は、国税庁ホームページ（http://www.nta.go.jp）にある

「国税の納付手続」をご覧ください。

■乳幼児期の家庭教育　 （２/10（日）午後１時 30 分～午後３時　所：放送大学富山学習センター）
　若山　育代　富山大学人間発達科学部准教授
■八尾のおわらと米騒動（２/16（土）午後１時 30 分～午後３時　所：ＣｉＣ（富山駅前）５階研修室２）
　根岸　秀行　富山大学人間発達科学部教授
■偏見と差別の心理学　 （２/23（土）午後１時 30 分～午後３時　所：放送大学富山学習センター）
　松尾　　藍　金沢大学人間社会学域非常勤講師・富山大学人間発達科学部非常勤講師　
■平成時代の芥川賞ーその歴史的意義・女性作家の活躍ー
　　　　　　　　　　　　（３/９（土）午後１時 30 分～午後３時　所：放送大学富山学習センター）
　山口　幸祐　放送大学富山学習センター客員教授・富山大学名誉教授
■「かゆみ（痒み）」のいろいろ　  （３/10（日）午後１時 30 分～午後３時　所：魚津市立図書館）
　安東　嗣修　富山大学薬学部准教授

参加ご希望の方は、①氏名②電話番号③テーマを電話・メールにてお知らせください。

放送大学富山学習センター　射水市黒河５１８０（富山県立大学計算機センター３階）
ＴＥＬ：（０７６６）５６－９２３０　Mail：toyama.sc@ouj.ac.jp　放送大学 で検索

放送大学の
授業の一部を
無料で公開☞

自宅等

ＱＲコードを読み取ら
せて納付書を出力 現金で支払い国税庁ホームページから

QRコードを作成・出力

どなたでも参加できるオープンセミナー（公開講演会）を開催します

問

コンビニ

無料


